
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



はじめに 

 

 黄砂は、ユーラシア大陸内陸部の乾燥・半乾燥地域で強風によって数千メー

トルの高度にまで巻き上げられた土壌・鉱物粒子が偏西風に乗って飛来し、   

大気中に浮遊あるいは降下する現象です。また、そのような土壌・鉱物粒子その

ものを黄砂と呼ぶことがあります。従来、自然現象であると理解されてきまし

たが、急速に広がりつつある過放牧や農地転換による土地の劣化等との関連も

指摘されています。また、黄砂へばく露することによって、呼吸器疾患や循環器

疾患等、人への健康に影響があることが近年報告されてきています。 

 この冊子は、行政職員の皆様をはじめ、多くの一般市民の方々に、黄砂の健康

影響についての新しい科学的知見や関連情報をご紹介するために作成していま

す。多くの方々に本冊子が広く活用され、黄砂の健康影響を予防するための一

助になることを期待いたします。 

なお、別途参考資料で紹介するように様々な研究結果が報告されていますが、

黄砂の健康影響については未解明な部分もあり、引き続き知見の収集を進めて

いきます。 

 本冊子の策定にあたりご協力いただいた執筆者の皆様をはじめ、関係者の皆

様に厚く御礼申し上げます。 

 

環境省環境保健部環境安全課 
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Ⅰ章 黄砂とは 

１．黄砂現象 
１．１ 黄砂とは 
 

黄砂は、ユーラシア大陸内陸部のタクラマカン砂漠、ゴビ砂漠や黄土高原な

ど乾燥・半乾燥地域で、強風によって発生する砂塵嵐1（図 1-1、1-2）により数

千メートルの高度にまで巻き上げられた土壌・鉱物粒子が、偏西風に乗って中

国・韓国・日本などに飛来し、大気中に浮遊あるいは降下する現象です。また、

そのような土壌・鉱物粒子そのものを黄砂と呼ぶこともあります。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 迫りくる砂塵嵐（モンゴル マンダルゴビ南方） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 砂塵嵐発生前後の様子（中国 タクラマカン砂漠南） 

  

                                                   
1 砂塵嵐は、強風によって地面の大量の砂塵が空中に巻き上げられる現象で、空気が非常

に濁って、視程（目視可能距離）は 1 km 以下になります。特に強い砂塵嵐（瞬間風速は

24.5 m/s、風力は 10 級以上）では視界は 50 m 以下になり、破壊力が強大であり、  
中国では、｢黒風｣、「黒霾」または｢黒風暴｣と呼ばれています。  
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砂塵嵐によって大気中に舞い上げられた黄砂は、発生源地域周辺の農業生産

や風下域の生活環境にしばしば重大な被害を与えるばかりでなく、大気中に浮

遊し、黄砂粒子を核とした雲の発生・降水過程を通して地球全体の気候に影響

を及ぼしています。また、海洋へも降下して、海洋表層のプランクトンへのミネ

ラル分の供給を通して海洋の生態系にも大きな影響を与えていると考えられて

いますが、その総量についてはまだ明確になっていません（図 1-3）。  
 

                   

 
図 1-3 黄砂の発生源地域 

 

１．２ 黄砂の発生と輸送 
 
黄砂の発生・発達、日本までの輸送、輸送途中での物理的・化学的変化などの

メカニズムは、気象や地質などの要因が複雑に作用して形成されています。ま

ず、黄砂の発生のためには発生源の地表で強い風が吹く必要があります。どれ

くらいの風によって黄砂が舞い上がるかは、地表の水分量や植物の繁殖度合い

に依存します。また、積雪がある場合には砂は飛びません。一旦飛び上がった黄

砂は風に乗って風下域へ輸送され、その途中で重力によって沈降したり、降水

に伴って地表へ落下したりするほか、黄砂の中でも小さな粒子（粒径が数 μm 以

下）は上空の風によって遠くまで運ばれます（図 1-4）。これらのプロセスを経

た上で、北東アジアを起源とする黄砂の一部は、北太平洋を横断し北米大陸ま

で到達していることが、衛星画像（図 1-5）やモデル計算によって明らかになっ

ています。  
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図 1-4 黄砂の発生・輸送機構 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5 ひまわり 8 号による画像（2016/5/7） 

【出典 気象庁「ひまわり 8 号による観測画像（黄砂・砂塵）」  
（http://www.jma-net.go.jp/sat/himawari/obsimg/image_dust.html）を加工して作成】  

 
  

黄砂 
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１．３ 飛来する黄砂粒子の性質 
 

黄砂粒子には、石英や長石などの造岩鉱物や、雲母、カオリナイト、緑泥石な

どの粘土鉱物が多く含まれています（図 1-6）。日本まで到達する黄砂の粒径の

質量密度分布は、直径 4 μm 付近にピークを持ちます。細かい砂の粒径が 0.02～
0.2 mm（20～200 μm）程度であることから、黄砂の粒径が小さいことが分かり

ます。  
黄砂粒子の化学成分のうち、屋久島での黄砂の金属成分を分析した例では、

アルミニウムを 1 とすると、カルシウムが 0.71、鉄が 0.52、ナトリウムが 0.39、
マグネシウムが 0.31 となっています2。日本の表層土はカルシウム含有量が低く

（カルシウム／アルミニウムの比が 0.2 以下）、一般的にはカルシウムの含有量

が高いことが黄砂粒子の特徴とされています。また、イオン成分の分析では、土

壌起源ではないと考えられるアンモニウムイオン、硫酸イオン、硝酸イオンな

ども検出され、輸送途中で人為起源の大気汚染物質を取り込んで変質している

可能性も示唆されています。  
 

 
図 1-6 黄砂粒子の電子顕微鏡写真 

 

２．黄砂の飛来状況・被害状況 
２．１ 黄砂の発生頻度 
 

黄砂はほぼ年間を通して日本列島に飛来していますが、特に 2 月頃から増加

し始め、3 月から 5 月にピークを迎えます（図 1-7）。3 月から 5 月に多い理由

は、黄砂の発生源であるゴビ砂漠、タクラマカン砂漠などの砂漠地帯や黄土地

帯では、この時期、雪解けの後に露出した地面が乾燥し、まだ十分に植物が生え

ていないため、黄砂の発生要因となる砂塵嵐が発生しやすいことに加え、大陸

から日本へ吹く西風などの条件が重なるためです。  

                                                   
2 環境儀 No.8「黄砂研究最前線－科学的観測手法で黄砂の流れを遡る」、国立環境研究

所、2003 年４月  
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日本全国 59 ヶ所の気象観測所で観測された黄砂の延べ日数は、2000 年から

2002 年にピークを迎えた後やや減少し、2010 年に再び高い値が見られるなど

年々の変動が大きくなっています（図 1-8）。地方別では、九州、中国地方に多

くみられています3。  
 

 
図 1-7 月別黄砂観測日数平年値（1981～2016 年）4 

【出典 気象庁「月別黄砂観測日数平年値」  
（http://www.data.jma.go.jp/gmd/env/kosahp/kosa_shindan.html）を加工して作成】  

 

 
図 1-8 年別黄砂観測のべ日数5 

【出典 気象庁「年別黄砂観測のべ日数」  
（http://www.data.jma.go.jp/gmd/env/kosahp/kosa_shindan.html）を加工して作成】 

                                                   
3 黄砂実態解明調査報告書（2003～2012 年度）、環境省、2014 年 3 月  
4 国内で目視観測を行っている気象官署 59 地点について、黄砂現象が観測された日数を

月別に集計し、1981 年から 2016 年の 36 年で平均した値。  
5 同じ日に複数地点で観測された場合は同複数回をカウントした値。  
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２．２ 黄砂がもたらす被害 
 

黄砂問題は、北東アジア地域の共通した課題ですが、発生源からの距離によ

って、その被害の内容や程度は異なります（図 1-9）。発生域付近においては強

風で黄砂が舞い上がることで人的被害や家畜への被害、道路・線路といった社

会インフラへのダメージがあり、農作物への被害も重大です。また、黄砂によっ

て視界が悪くなり、航空機の欠航や道路交通が麻痺するなどの被害も生じます。

風下域にあたる韓国では、精密機器工場へ入り込んだ黄砂粒子が製品の不良を

引き起こすこともあります。日本でも、ごくまれに高い濃度のまま黄砂が飛来

し、航空機の欠航等の大きな交通被害をもたらす場合があります。しかし、多く

の場合、日本に飛来するまでに黄砂の濃度は低くなり、日本では自動車や洗濯

物の汚れに対する注意喚起にとどまることがほとんどです。他方、低濃度であ

っても、黄砂が人の健康へ与える影響についての関心が高まっており、関連す

る数多くの調査研究が進められているところです。  
 
 

 
図 1-9 黄砂がもたらす被害 
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Ⅱ章 黄砂の実態解明と対策 

１．黄砂の実態解明に向けた取り組み 
１．１ 黄砂研究 

 
黄砂の発生・輸送のメカニズムは、ある程度解明されていますが、詳細な実態

や地球規模の影響などは現在も研究が進められています。黄砂が環境や産業な

どに与える直接的な被害については比較的明らかになっていますが、地球温暖

化や酸性雨との関係などについては、未解明の部分が多くあります。このため、

まず科学的なデータを蓄積することにより、現象の解明を図ることが重要です

（図 2-1、2-2）。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 砂塵の舞い上がりの観測    図 2-2 気球による上空のエアロゾ

ル 

【出典 鳥取大学乾燥地研究センター】       観測 

 
 

１．２ 黄砂飛来状況調査 
 

 環境省では、日本に飛来する黄砂の実態解明を目指して、毎年の黄砂の事例

を分析し、黄砂発生地域や到達日数等に関する報告書を取りまとめています。

これまでの分析を通じて、ユーラシア大陸で発生する砂塵嵐等と日本に飛来す

る黄砂の関係性が分かりつつあります。 

 
＜黄砂飛来状況調査＞ 

http://www.env.go.jp/air/dss/torikumi/chosa/index.html  
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２．黄砂対策 
２．１ 黄砂発生源対策 
  
 黄砂が発生する地表面状況を改善し、砂塵の舞い上がりを抑制するために、

様々な方法が試みられています。  
 
●土地被覆状況の改善・復旧  
・ 劣化した土地の再植林・植草を通した裸地の減少  
・ 春の耕起による地表面軟弱化の防止（多年生作物の栽培等）  
 
●風による侵食・砂の移動の緩和  
・ 防風林帯（図 2-3）の形成  
・ 麦わらなどを格子状に砂中に差し込む草方格（図 2-4）による地表面風速の

減退  
・ ほふく性の植物（地面を覆うような植物）による砂丘の移動の抑制  

      図 2-3 防風林         図 2-4 草方格 

 
●人為的な影響の緩和  
・ 劣化した土地をフェンスで囲い込

み、家畜・人間の草地への立ち入り制

限（禁牧）による植性回復（図 2-5） 
・ 法制度的な伐採・開墾の禁止  
・ 劣化した土地からの移転補助  
・ 燃料としての木材の伐採を防止する

ための、かまどの熱効率・住宅の断熱

効率の改善  
 
●土地の環境容量の改善  
・ 水管理や節水技術の導入による水の効率的な利用  
・ 家畜の堆肥などの施肥による土地の生産力向上  

図 2-5 禁牧による植生回復 
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２．２ 黄砂予側 
 

 黄砂の発生と輸送は、発生源付近のうち表面に関する情報と、発生から輸送

に渡る領域での風速や降水量から予測することが原理的には可能です。気象庁

では、黄砂に関する気象情報の発表に加え、気象庁ホームページ上に目視によ

る黄砂観測実況図及び黄砂モデリングによる向こう数日間の予測図を掲示して

います。このほか、国立環境研究所や九州大学応用力学研究所など、いくつかの

機関が研究成果に基づく独自の黄砂予測をホームページ上で公開しています。  
 

＜黄砂情報（予測図）（気象庁）＞ 

http://www.jma.go.jp/jp/kosafcst/ 
 

＜東アジア域の黄砂・大気汚染物質分布予測 （国立環境研究所）＞ 

http://www-cfors.nies.go.jp/~cfors/index-j.html  
 

＜SPRINTARS（九州大学）＞ 

http://sprintars.riam.kyushu-u.ac.jp/ 
 

 

２．３ 日中韓三カ国の黄砂に関する協力 
 
 2006 年に開催された第８回日中韓三カ国環境大臣会合（TEMM8）の合意を受

け、北東アジア地域における黄砂対策に関する地域協力を推進するため、日本、

中国、韓国の三カ国黄砂局長級会合（TDGM）が設置され、黄砂に関する施策等

について、毎年意見交換が行われています（図 2-6）。  
 

 
  図 2-6 日中韓三カ国黄砂局長級会合（TDGM、2017 年）  
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また、2008 年から日中韓三カ国黄砂局長級会合の下に 2 つのワーキンググル

ープを設置して、黄砂に関する共同研究を推進しています。ワーキンググルー

プ 1 では、毎年の黄砂イベントにおける観測データの共有、各国のシミュレー

ションモデルによる予測結果の比較等を通じて黄砂予報の精度向上を図ってい

ます。ワーキンググループ 2 では、砂漠化地域における現地調査（植生モニタ

リング試験等）の実施・評価等を通じて黄砂の発生源対策の効率化を図ってい

ます（図 2-7）。  

 

図 2-7 日中韓黄砂共同研究現地調査の様子 

（2017 年 7 月、フルンボイル市）  
 

２．４ 黄砂モニタリングネットワーク 
 

黄砂の発生をいち早くとらえ、その発達状況・移動状況を把握するため、ユー

ラシア大陸北東部から日本列島に至る広い範囲で、黄砂観測網が整備されてき

ています。PM106・PM2.56 濃度、視程及びライダー6 の 3 種類の機器（偏光レーザ

ー光、受信望遠鏡、光検出器）を風速計などと共に適切に配置し、黄砂をより正

確にモニタリングすることが重要です。これにより、予測精度の向上による被

害の緩和、黄砂の発生・移動メカニズムの解明による効果的な発生源対策が可

能となります。  
環境省では、関連する国際プロジェクトに積極的に貢献するとともに、モニ

タリング機材の整備等を行なっています。また、黄砂飛来状況への関心が高ま

っていることを受け、当該モニタリングネットワークにより取得されるリアル

タイムの黄砂飛来情報を、環境省のホームページ（図 4-1）上で 2007 年春より

国民向けに提供しています。今後も、関係国と連携して観測データの共有化に

努め、北東アジア地域における黄砂モニタリングネットワークの整備及び早期

警報システムの構築を進めていく予定です。  

                                                   
6 用語集参照  
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Ⅲ章 黄砂の健康影響 

 
黄砂による健康影響を明らかにするため、日本や韓国などで多くの調査研究

が実施されており、最近では人の健康影響との関連を示す結果が報告されてい

ます。黄砂の飛来によって、呼吸器や循環器に係る疾患の症状の悪化、入院患者

数や医療機関受診者数の増加などとの関連が指摘されています。以下に、現時

点での調査結果をまとめましたが、未だ解明されていない点も多いため、今後

も研究、文献レビューを進め、評価を進めていきます。  
 

１．健康影響の種類 
１．１ アレルギー症状 

黄砂の飛来と目、鼻、皮膚などのアレルギー症状と

の関連が報告されており、目のかゆみ、結膜炎、鼻水

やくしゃみなどを引き起こすことがあることが報告さ

れています。  
また、黄砂の濃度が高い日ほど目、鼻、皮膚の症状

を発症する方が多くなることが報告されています。特

に、スギ花粉症の方は、スギ花粉の飛散と黄砂の飛来

が重なることで、アレルギー症状を発症する方が特に

多くなることが報告されており、注意が必要です。  
黄砂飛来時に屋外にいる時間が長いほど症状が出や

すいことが報告されており、症状にお困りの方は、黄

砂日には不必要な外出を減らすことで症状を軽減でき

る可能性があります。  
 
１．２ 呼吸器疾患 
黄砂の飛来と、気管支喘息や気管支炎、肺炎な

どの呼吸器に関する症状の悪化との関連が報告

されています。  
マウスを用いた実験的な研究では、黄砂に付

着した微生物が気管支炎を起こしたり、気管支

喘息の病態を悪化させることが報告されていま

す。  
特に学童児において、黄砂飛来後に、気管支喘

息の救急受診及び入院が増えることとの関連が

報告されています。  
 
 



12 
 

１．３ 循環器疾患 
黄砂の飛来と心筋梗塞による入院や発症増加との関

連が報告されています。ただし、心筋梗塞を発症する

過程において、黄砂へのばく露がどのように関与する

のかは今のところ分かっていません。また、慢性腎臓

病を患っている方は、患っていない方に比べて、黄砂

の影響を受けて心筋梗塞を発症しやすい傾向にあるこ

とが報告されています。  
他にも、黄砂飛来と脳梗塞による入院との関連など

も報告されており、循環器疾患は生命にかかわる場合

が多いことから、今後の調査研究の進展が期待されま

す。  
 

２．黄砂粒子の性質と健康影響 
「Ⅰ章１．３  飛来する黄砂粒子の性質」で述べたように、黄砂粒子の飛来経

路によって、黄砂粒子と人為起源の大気汚染物質（硫酸塩等の PM2.5）が同時に

飛来する場合があります。マウスを用いた実験的な研究では、PM2.5 も気管支炎

を起こしたり気管支喘息の病態を悪化させることが報告されています。  
 

ここで紹介した健康影響に関する知

見は、環境省が実施した調査研究や、環

境研究総合推進費による研究の成果を

中心としています。ここ数年、日本での

調査研究が活発に進められており、引き

続き関連文献の収集や文献レビューを

進め、黄砂による健康影響に関する知見

の集積とその情報発信に務めていきま

す。  
環境省が実施した調査や環境研究総

合推進費による研究の概要は、“参考資

料：黄砂の健康影響の解明に向けた環境

省関連の研究成果“として別途とりまと

めています。あわせて参照ください。  
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Ⅳ章 黄砂の健康影響を予防するには 

  
黄砂のうち粒径の小さなものは微小粒子状物質（PM2.5）に含まれるため、黄

砂が飛来すると PM2.5 濃度も上昇します。PM2.5 は、注意喚起のための暫定的な

指針が定められており、PM2.5 の高濃度汚染時（環境省暫定指針：日平均値 70 
μg/m3 以上）の対応を行うことで、黄砂による健康影響の予防にもつながります。 
 ここでは、PM2.5 の高濃度汚染時（環境省暫定指針：日平均値 70 μg/m3 以上）

における対応 7 から、黄砂ばく露の健康影響の予防に有効と考えられる対策の

例を紹介します。  
 
（１）黄砂飛来情報の利用 

 

 日頃から最新ニュースをチェックし、黄砂の飛来予測を把握しましょう。な

お、環境省では、黄砂の飛来状況（図 4-1）を以下のホームページで公開してい

ます。 

 

 ＜環境省黄砂飛来情報＞ 

https://soramame.taiki.go.jp/dss/kosa/ 
 
 
 
この黄砂飛来情報のホームページでは、ライダーの観測に基づき全国 11 地点

での地上付近の黄砂の濃度（mg/m3）をリアルタイム（1 時間ごと）で表示して

います。  
地上付近の黄砂の量については、大気環境基準項目の一つでもある SPM8の濃

度も参考になります。上記のホームページでは、ライダー設置場所に一番近い

一般環境大気測定局の SPM 観測データが環境基準（1 時間値）の 0.2 mg（200 
μg）/m3 を超え、黄砂濃度が 0.3 mg（300 μg）/m3 を超える場合にはページ上に

表示されるように工夫されています。このような場合には、以下の（２）～（４）

の予防策を講じることが望ましいと考えられます。  
また、気象庁あるいは様々な研究機関が黄砂の予測（図 4-2）も公開していま

す。  
 
＜気象庁 黄砂情報（予測図）＞ 

http://www.jma.go.jp/jp/kosafcst/  

                                                   
7 微小粒子状物質（PM2.5）に関する専門家会合、最近の微小粒子状物質（PM2.5）による

大気汚染への対応、平成 25 年 2 月  
8 用語集参照  

2018 年 4 月 1 日以降、リニューアル版を下記 URL に掲載予定  
http://www2.env.go.jp/dss/kosa/ 
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（２）外出や屋外での運動に関する注意  
 
 黄砂が飛来している時は、不要不急の外出を控えることで吸入量を減らすこ

とが期待できます。また、高濃度の黄砂が飛来しているときには、マラソン大会

のような呼吸器系への負担が長時間続くような屋外での長時間の激しい運動を

避けることにより黄砂に関連する健康影響を減らすことが期待できます。  
特に、呼吸器や循環器に疾患のある方、小児、高齢者の方などは、体調に応じ

て、より慎重に行動することが望まれます。  
 
（３）外出時のマスク着用 

 
 黄砂が飛来している時は、一般用マスク（不織布マスク等）を着用すること

で、黄砂に対するある程度の吸入予防効果が期待できます。ただ、マスクによっ

て吸入防止性能は異なります。医療用や産業用のマスクは、微粒子の捕集効率

の高いフィルターを使っており、黄砂や PM2.5 等の微粒子の吸入を大幅に減らす

ことができます。  
 ただし、マスクを着用する場合には顔の大きさに合ったものを選び、空気が

漏れないように着用しなければ十分な効果が期待できません。自分の顔にあっ

た形状、サイズのマスクをきちんと着用しましょう。一方、医療用や産業用のマ

スクは、着用すると少し息苦しい感じがあるので、長時間の使用には向いてい

ません。     
 
 
 

2018 年 4 月 1 日以降、リニューアル予定 

図 4-1 環境省黄砂飛来情報 

（2017 年 5 月 7 日）  
図 4-2 黄砂情報（予測図） 

（2017 年 5 月 7 日）  
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（４）屋内での換気や窓の開閉と空気清浄機の使用 

  
 換気は大事ですが、高濃度の黄砂が飛来しているときには、窓の開閉や換気

を必要最小限にすることにより、居住者の吸入量を減らすことが期待できます。 
 黄砂及び PM2.5 に対する空気清浄機の除去効果は、フィルターの有無や性能な

ど機種によって異なると考えられるため、製品表示等を確認しましょう（PM2.5

に関して、一部製品については、メーカーにおいて性能試験により一定の有効

性が確認されています）。また、定期的にフィルターの清掃・交換を行う必要が

あります。  
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用語集  

 

PM2.5 
（微小粒子状

物質）  

大気中に浮遊している粒径 2.5 μm 以下の小さな粒子のことで、

従来から環境基準を定めて対策を進めてきた浮遊粒子状物質

（SPM）よりも小さな粒子です。  
PM2.5 は非常に小さいため（髪の毛の太さの 1/30 程度）、肺の奥

深くまで入りやすく、呼吸器系への影響に加え、循環器系への

影響が心配されています。  
 

PM10 大気中に浮遊する粒子状の物質（浮遊粉じん、エアロゾルな

ど）のうち粒径が 10 μm 以下のもの。SPM には粒径が 10 μm
の粒子は全く含みませんが、PM10 にはそのうちの 50%が含ま

れます。海外では SPM ではなく PM10 で環境基準を設定してい

る国が多くあります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図 PM2.5、PM10、SPM の捕集効率の概念図  
 
・PM2.5 は捕集効率が 50%となる空気力学径が 2.5 μm となる粒子 
・PM10 は捕集効率が 50%となる空気力学径が 10 μm となる粒子 
・SPM は 10 μm を越える粒子が 100%カットされている粒子 
 

SPM 
（浮遊粒子状

物質）  

大気中に浮遊する粒子状の物質（浮遊粉じん、エアロゾルな

ど）のうち粒径が 10 μm より小さいもの。  
 

ライダー  ライダー（LIDAR：Light Detection and Ranging）は、レーザー

光を用いたレーダーで、上空を通過する黄砂をリアルタイムで
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計測できる機器です。レーザー光を地上から送信し、上空の浮

遊物質に当たってはね返ってくる光を解析することによって、

粒子の高度・濃度・形状などが分かります。  
一般的に排ガスなどに由来する粒子状の大気汚染物質は球形で

すが、黄砂粒子は球形ではありません。この形状の違いをライ

ダーは判別できるため、肉眼では区別できない黄砂と黄砂以外

の大気汚染物質等の粒子状物質を判別して観測することが可能

となります。  
 

 

 

 

  



20 
 

「黄砂とその健康影響について」執筆者名簿  

市瀬 孝道 
公立大学法人大分県立看護科学大学 人間科学講座生体反学研

究室 教授 

上田 佳代 
国立大学法人京都大学大学院 工学研究科都市環境工学専攻環

境衛生学講座 准教授 

小田嶋 博 独立行政法人国立病院機構 福岡病院 副院長 

金谷 久美子 
国立大学法人京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻

健康情報学 研究員 

清水 厚 
国立研究開発法人国立環境研究所 地域環境研究センター広域

大気環境研究室 主任研究員 

高見 昭憲 
国立研究開発法人国立環境研究所 地域環境研究センター セン

ター長 

竹内 文乃 
学校法人慶應義塾大学 医学部衛生学公衆衛生学教室 専任講

師（医学部） 

西脇 祐司 学校法人東邦大学 医学部 社会医学講座 衛生学分野 教授 

橋爪 真弘 国立大学法人長崎大学 熱帯医学研究所小児感染症学分野 教授 

渡部 仁成 
鳥取大学医学部附属病院 第三内科診療科群（呼吸器膠原病内

科） 講師 

（五十音順・敬称略） 

 

 
 

黄砂とその健康影響について 

２０１８年（平成 30 年）3 月発行 

 

環境省環境保健部環境安全課 

〒100-8975 東京都千代田区霞が関 1 丁目 2 番 2 号 

TEL: 03-3581-3351（内線 6352） FAX: 03-3580-3596 

E-mail: netsu@env.go.jp 

 


